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（１）都市計画マスタープランとは 

都市計画マスタープランは、都市計画法第 18 条の２に基づく計画で、都市の将来像や土地利用

等の方針を明らかにした、市の都市計画＊1に関する基本的な方針を示すものです。 

また、このマスタープランに基づき、都市づくりに関連する具体的な計画の策定や事業が進めら

れます。 
 
 

（２）改定の背景 
本市は、2008年(平成 20年)２月に都市計画マスタープランを策定し、2026年度を目標年次と

していますが、策定から概ね 10 年が経過し、本市を取り巻く社会情勢は大きく変化しており、こ

うした社会の動きへの対応や第２次磐田市総合計画＊2 との整合を図るため、都市計画マスタープ

ランを改定します。 

（改定の背景） 

第１次磐田市総合計画 策定 

磐田市都市計画マスタープラン 策定 
 

本市を取り巻く変化 
■全国的な社会情勢 

 

 

 

■本市に関連する主な都市的変化や法改正 

 

 

 

 

 

 

磐田市都市計画マスタープラン 改定 
 
 

2008年（平成 20年） 遠州豊田 PAスマート IC開通 
2009年（平成 21年） 遠州豊田 PAスマート IC周辺に大規模商業施設オープン 
2012年（平成 24年） 津波防災地域づくりに関する法律等 施行 
2014年（平成 26年） 都市再生特別措置法等の一部を改正する法律 施行 
2017年（平成 29年） 第２次磐田市総合計画 策定 

継続中の事業 
・(仮称)JR磐田新駅や(仮称)新磐田スマート IC等の整備 
・新貝地区、鎌田地区、見付美登里地区の土地区画整理事業＊3 等 

概
ね
10
年
が
経
過 

 

人口減少・

超高齢社会

の到来 

安全・安心に

対する社会的

要請の高まり 

地球規模の

環境問題の

顕在化 

都市間競争

の激化 

市民ニーズ

の多様化・

広域化 

2007年３月 

2008年２月 

2018年３月 
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（３）計画の位置づけ 
都市計画マスタープランは、総合計画の特に都市づくりに関連する施策に焦点をあてた計画で、

用途地域＊4 や市街地開発事業＊5 等、市が定める個別の都市計画の決定・変更や民間の大規模開発

等の際の根拠となるものです。 
 

（計画体系図） 

 

 

 

 

 

 

参考：立地適正化計画の概要 
都市再生特別措置法の一部改正により市町村が策定できることとなった計画で、人口減少下においても持

続可能な都市構造とするため、「コンパクトシティ・プラス・ネットワーク＊7型の都市づくり」が重要である

と示されました。 

本市においても都市計画マスタープランに示す「都市機能※のコンパクト化の推進」を具現化していくた

め、両計画の関連性を考慮し一体的に策定しています。立地適正化計画では、都市計画区域＊8を計画区域と

し、市街化区域＊9内に「都市機能誘導区域」や「居住誘導区域」、「誘導のための施策」等を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
※都市機能：都市の生活を支える商業や医療・福祉・子育て・教育・防災等の役割（働き） 

磐田市 
都市計画マスタープラン  

地域拠点 

地域拠点 

地域拠点 
都市拠点 

 

磐田市総合計画 磐田都市計画区域マスタープラン 
（静岡県策定） 

都市計画の決定・変更、個別計画の推進 

用途地域、地区計画＊6、道路、公園等の 
都市計画決定・変更 

市街地開発事業 

整合 

即する 即する 

基づく（根拠となる） 

 

 

 

 

 

即する 

磐田市 
立地適正化計画 

具現化 

 
 
居住を誘導して人口密
度を維持するエリア 
 
 
 
日常生活に必要な都市
機能を誘導するエリア 
 
 
拠点間を結ぶ公共交通
サービスの充実や歩行
空間の整備等 

居住誘導区域 

都市機能誘導区域 

公共交通 

・緑の基本計画 
・環境基本計画 
・下水道事業計画  など 

 

部門別計画 
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（４）目標年次 
計画は概ね 20 年後の都市像を展望した上で、都市計画に関する基本的な方針を定めるとされて

いるため、目標年次を 2037 年とします。 

なお、今後の社会情勢等の変化に対応するため、概ね 10 年後に改めて見直しを行います。 
 

（目標年次） 
 

 

 

 

 

（５）計画対象区域 
計画対象区域は、磐田市全域(163.45km2)とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目
標
年
次 

2018 年

次回の改定 

2027 年 2037 年



   

5 

（６）計画の構成 
都市計画マスタープランは、市全体の将来都市像や都市構造、分野別の方針を定める「全体構想」、

全体構想を踏まえ地域ごとの基本方針を定める「地域別構想」、将来都市像の実現に向けた考え方

を定める「マスタープランの実現に向けて」といった３つの大項目により構成します。 

（計画の構成） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

都市計画マスタープランの概要 序章 
本計画の改定の背景や計画の位置づけ、計画期間、計画書の構成等を整理し

ています。 

磐田市の現状と課題 

全国的な社会情勢の変化や上位計画を踏まえ、本市の現状及び都市づくりの

主要な課題を整理しています。 

市内を 10 地区に分け、全体構想を基に地域ごとのまちづくりの方針を示

しています。 

土地利用の基本方針 市街地整備の基本方針 

全体構想（分野別基本方針） 

３ 章 地域別構想 

道路・交通体系の基本方針 

全体構想（将来都市像、将来都市構造等） 

公園・緑地の基本方針 

４ 章 

２ 章 
目指す将来都市像と目標を定めた上で、それを実現する将来都市構造を示し

ています。 

災害に強い都市づくりの基本方針 

都市計画に関連する８つの分野別の基本方針を整理しています。 

マスタープランの実現に向けて 

河川・下水道の基本方針 

まちづくりの具現化に向けた基本的な考え方を示しています。 

美しくうるおいある都市づくりの基本方針 人や環境に優しい都市づくりの基本方針 

中泉・今之浦 

田原・御厨・西貝・南御厨 

岩田・大藤・向笠 

天竜・長野・於保 

竜  洋 

豊田北部 

福  田 

豊田南部 見  付 

豊  岡 
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用語解説   
＊1：都市計画 
都市計画には、市街化区域と市街化調整区域、
地域地区、都市計画道路、都市計画公園、地区計
画、市街地開発事業などがある。 
 
＊2：第２次磐田市総合計画 
市が策定するすべての計画の基本となる行政運
営の総合的な指針で、将来展望を基に長期的な
目標から具体的な事業計画までを示したもの。 
 
＊3：土地区画整理事業 
土地区画整理法に基づくもので、土地所有者な
どから土地の一部を提供してもらい、道路や公
園など新たな公共用地として活用し、整然とし
た市街地を形成することにより居住環境などの
向上を図るもの。 
 
＊4：用途地域 
都市機能の維持増進、住環境の保全などを目的
とした土地の合理的利用を図るため、建築物の
用途、容積率、建ぺい率及び各種の高さについ
て制限を行うもの。住居系、商業系、工業系に分
かれ、13 種類の用途区分がある。 
 
＊5：市街地開発事業 
都市基盤施設の整備と計画的な土地利用を面的
に行い、良好な市街地を形成する事業のこと。
土地区画整理事業や市街地再開発事業が該当す
る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
＊6：地区計画 
建築物の建築形態、公共施設等の配置などから、
それぞれの地区の特性にふさわしい良好な環境
を整備・保全するための地区単位の計画のこと。 
 
＊7：コンパクトシティ・プラス・ネットワーク 
人口減少・高齢社会の中でも、安心・健康・快適
に生活でき、財政面及び経済面においても持続
可能な都市を目指すため、日常生活に必要とな
る医療・福祉・商業施設や住居等がまとまって
立地し、高齢者をはじめとする住民が公共交通
によりこれらの施設等にアクセスできるような
都市構造のこと。 
 
＊8：都市計画区域 
都市計画法等の適用を受け、総合的に整備、開
発、保全する必要がある区域のこと。 
 
＊9：市街化区域 
都市計画区域における区域区分(線引き）のひと
つで、すでに市街地を形成している区域及びお
おむね十年以内に優先的かつ計画的に市街化を
図るべき区域のこと。 

 




